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究
セ
ン
タ
ー
の
所
管
は

2
0
1
4
年
ま
で
文
部

科
学
省
で
、
現
在
は
内

閣
府
の
所
管
と
な
っ
て

い
る
。

　
こ
う
し
て
発
足
し

た
同
研
究
セ
ン
タ
ー
は
、

当
初
は
そ
の
成
り
立
ち

の
経
緯
も
あ
っ
て
学
術

研
究
を
重
視
し
て
い
た

が
、
徐
々
に
地
元
貢
献

へ
と
軸
足
を
移
し
て
い

っ
た
。
そ
こ
で
1
9
9
1

年
に
同
研
究
セ
ン
タ
ー

が
初
め
て
提
唱
し
た
の

が
、「
環
黄
海
経
済
圏
構

想
」
だ
っ
た
。
こ
れ
は
都

市
間
が
連
携
し
、
ビ
ジ

ネ
ス
交
流
の
た
め
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
を
構
築
し
、
企
業
の
海
外
進
出
や
貿

易
を
円
滑
に
推
進
す
る
こ
と
で
、
環
黄

海
地
域
（
人
口
2
億
8
0
0
0
万
人
）

の
発
展
を
目
指
す
と
し
て
い
た
。

　
こ
れ
を
踏
ま
え
、
北
九
州
市
は

1
9
9
1
年
に
黄
海
を
囲
む
日
中
韓
の

各
都
市
が
参
加
し
た
「
東
ア
ジ
ア
（
環

黄
海
）
都
市
会
議
」
を
発
足
さ
せ
た
。

中
国
の
青
島
、
煙
台
、
天
津
、
大
連
の

　市
は
米
ペ
ン
大
と
共
同
で   

国
際
大
学
の
設
置
を
狙
う

　
ア
ジ
ア
成
長
研
究
所
の
前
身
で

あ
る
国
際
東
ア
ジ
ア
研
究
セ
ン
タ
ー

（
I
C
S
E
A
D
）
は
、
北
九
州
市
と

米
国
の
名
門
私
立
大
・
ペ
ン
シ
ル
ベ
ニ

ア
大
（
ペ
ン
大
）
と
の
共
同
研
究
施
設

と
し
て
設
立
さ
れ
、
日
本
都
市
学
会
元

会
長
で
、
元
東
洋
大
学
長
の
磯
村
英
一

氏
が
初
代
所
長
と
し
て
就
任
し
た
。

　
当
時
は
全
国
的
な
ト
レ
ン
ド
と
し
て
、

米
国
と
日
本
が
連
携
し
た
国
際
関
係

の
大
学
が
開
校
す
る
流
れ
が
あ
り
、
北

九
州
市
と
し
て
も
当
初
は
、
ペ
ン
大
と

共
同
で
の
大
学
の
設
置
を
狙
っ
て
い
た
。

ペ
ン
大
と
し
て
も
日
本
と
中
国
な
ど
の

東
ア
ジ
ア
を
有
望
な
教
育
マ
ー
ケ
ッ
ト

と
捉
え
て
い
た
が
、
ペ
ン
大
か
ら
は
研

究
施
設
の
設
置
か
ら
始
め
た
い
と
し
て
、

結
果
的
に
大
学
の
開
校
は
見
送
り
に

な
っ
た
。
そ
の
名
残
り
と
し
て
、
同
研

「
地
域
貢
献
重
視
」で
シ
ン
ク
タ
ン
ク
機
能
を
強
化

A
G
I
所
長
に
生
え
抜
き
戴
氏
就
任

　アジアの経済・社会を調査研究している公益財団法人のアジア成長研究所
（北九州市、AGI）の新しい所長に戴

た い

 二
に ひ ょ う

彪氏（58）が就任した。生え抜きとして
も、外国出身者としても初めてとなる。アジア成長研究所は1989年9月、前身で
ある「国際東アジア研究センター」として設立され、以来33年間、北九州市を中
心に日本、アジアの経済・社会問題の調査・研究のほか、地域のための政策提
言を行ってきた。戴所長は「地元貢献を重視した日本を代表するアジアの研究
機関を目指す」と話し、シンクタンクの機能の強化に取り組みたいとしている。

北九州

地元貢献を重視した取り組みを進めていくとする外国出身の戴所長（京都大経済学博士）
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所
長
は
「
北
九
州
市
の
環
境
産
業
は
ア

ジ
ア
で
は
確
固
た
る
ブ
ラ
ン
ド
イ
メ
ー

ジ
が
あ
る
」
と
し
つ
つ
も
、「
ビ
シ
ネ
ス

と
し
て
大
き
く
成
長
し
た
産
業
で
は
な

い
」
と
指
摘
す
る
。
環
境
産
業
は
「
一

企
業
レ
ベ
ル
の
話
で
は
な
く
、
そ
の
国

の
政
府
と
企
業
と
の
連
携
が
重
要
だ
」

と
し
、
環
境
技
術
の
輸
出
で
こ
れ
ま
で

培
っ
て
き
た
国
際
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
信

頼
を
生
か
し
て
い
く
べ
き
だ
と
す
る
。

　
都
市
イ
ン
フ
ラ
で
は
3
0
0
0
㍍
へ

と
滑
走
路
が
延
伸
と
な
る
北
九
州
空

港
の
活
用
策
だ
。
貨
物
輸
送
拠
点
と

し
て
機
能
拡
充
を
図
っ
て
い
る
同
空
港

だ
が
、「
北
九
州
市
の
空
港
で
は
な
く
、

周
辺
自
治
体
を
含
め
た
北
九
州
都
市

圏
で
捉
え
直
す
と
そ
の
潜
在
力
は
高

い
」
と
見
て
い
る
。

　
北
九
州
都
市
圏
で
み
れ
ば
、
自
動

車
産
業
や
半
導
体
産
業
な
ど
が
集
積

し
て
お
り
、
そ
こ
で
雇
用
が
生
ま
れ
る

こ
と
で
、
人
口
も
そ
れ
ほ
ど
減
少
し
て

い
な
い
こ
と
や
、
当
然
貨
物
の
需
要
が

あ
る
こ
と
に
加
え
、
ア
ジ
ア
に
近
い
ロ

ケ
ー
シ
ョ
ン
も
強
み
と
な
っ
て
く
る
。

　「
北
九
州
市
の
将
来
性
は
高
い
。
当

研
究
所
の
研
究
資
源
を
投
入
し
、
地

域
貢
献
を
強
化
す
る
こ
と
で
そ
の
成
長

を
後
押
し
す
る
具
体
的
な
政
策
を
ま

と
め
た
い
」（
同
所
長
）
と
意
気
込
ん

で
い
る
。　
　
　
　
　（
鳥
海
　
和
史
）

（
同
所
長
）
と
い
う
。
同
研
究
セ
ン
タ

ー
は
全
国
の
大
学
に
研
究
者
を
輩
出

す
る
と
と
も
に
、
九
州
大
大
学
院
経
済

学
府
と
北
九
州
市
立
大
大
学
院
社
会

シ
ス
テ
ム
研
究
科
と
の
連
携
協
定
に
基

づ
き
、
研
究
員
を
講
師
に
派
遣
し
、
教

育
も
担
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
学
術
研

究
、
政
策
研
究
、
連
携
大
学
院
教
育

の
3
本
を
軸
と
し
て
い
る
。

少
子
高
齢
化
、産
業
育
成
、

都
市
イ
ン
フ
ラ
を
重
点
に

　
地
元
貢
献
の
重
点
分
野
と
し
て
、
戴

所
長
は
少
子
高
齢
化
対
策
、
新
産
業

の
育
成
、
都
市
イ
ン
フ
ラ
を
挙
げ
、
こ

れ
ら
の
政
策
の
推
進
に
向
け
た
調
査
研

究
と
提
言
を
行
っ
て
い
く
。
北
九
州
市

は
全
国
の
政
令
市
の
中
で
も
っ
と
も
高

齢
化
率
が
高
い
。
人
口
は
年
々
減
少
し

て
お
り
、
定
住
人
口
で
は
な
く
、
観
光

な
ど
に
よ
る
交
流
人
口
の
拡
大
を
切
り

口
に
し
て
い
く
。
新
産
業
育
成
で
は
中

国
の
深し

ん
せ
ん圳
、
米
国
の
シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー

な
ど
の
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
ー
と
政
策
の

比
較
研
究
を
通
じ
て
北
九
州
市
の
産

業
転
換
を
提
案
し
た
り
、
政
策
立
案

に
参
加
し
て
い
く
こ
と
を
目
指
す
。

　
産
業
振
興
で
戴
所
長
が
注
目
し
て

い
る
の
は
、
エ
コ
タ
ウ
ン
を
中
心
と
し

た
環
境
産
業
の
テ
コ
入
れ
で
あ
る
。
戴

り
組
む
。

　
ち
な
み
に
市
か
ら
受
託
研
究
し
た

も
の
は
、
昨
年
度
は
S
D
G
s
や
環
境

関
連
、
北
九
州
空
港
滑
走
路
延
伸
な

ど
が
中
心
で
、
今
年
度
は
、
ス
タ
ー
ト

ア
ッ
プ
関
連
や
雇
用
、
若
者
の
自
立
支

援
な
ど
と
な
っ
て
い
る
。

　
一
方
、
シ
ン
ク
タ
ン
ク
は
そ
れ
ぞ
れ

に
特
徴
を
持
っ
て
い
る
。
福
岡
県
内
に

は
九
州
経
済
調
査
協
会
や
、
福
岡
ア

ジ
ア
都
市
研
究
所
な
ど
が
あ
る
。
そ
ん

な
中
で
、
A
G
I
は
学
術
的
研
究
と
北

九
州
市
に
関
連
す
る
政
策
的
研
究
の

両
立
を
追
求
し
て
い
る
点
に
特
色
が
あ

り
、
毎
年
受
け
て
い
る
外
部
評
価
委

員
会
で
も
こ
の
点
に
つ
い
て
言
及
さ
れ

て
い
る
。
こ
れ
に
「
教
育
ま
で
取
り
組

ん
で
い
る
シ
ン
ク
タ
ン
ク
は
日
本
広
し

と
い
え
ど
、
当
研
究
セ
ン
タ
ー
だ
け
」

各
市
、
韓
国
は
蔚
山
広
域
、
釜
山
広

域
、
仁
川
広
域
の
各
市
、
日
本
は
北
九

州
市
、
下
関
市
、
福
岡
市
な
ど
が
参
加
。

2
0
0
4
年
に
「
東
ア
ジ
ア
経
済
交
流

推
進
機
構
」
へ
と
発
展
し
、
日
本
か
ら

は
熊
本
市
が
加
わ
り
11
都
市
で
構
成

さ
れ
て
い
る
。
　

国
内
で
も「
珍
し
い
特
色
」

大
学
院
教
育
も
手
掛
け
る

　
6
代
目
と
な
る
戴
所
長
は
「
地
元

貢
献
を
重
視
し
た
日
本
を
代
表
す
る

ア
ジ
ア
の
研
究
機
関
」
を
目
指
し
、
シ

ン
ク
タ
ン
ク
の
機
能
を
一
層
強
化
し
て

い
く
。
具
体
的
に
は
、
地
域
貢
献
と

ア
ジ
ア
研
究
に
注
力
す
る
。
A
G
I
は
、

昨
年
度
に
新
た
に
ス
タ
ー
ト
し
た
中
期

計
画
（
21
年
─
25
年
度
）
に
基
づ
き
、

研
究
領
域
ご
と
に
3
分
野
の
グ
ル
ー
プ

に
再
編
成
し
た
。
第
一
研
究
グ
ル
ー
プ

は
貿
易
・
投
資
な
ど
、
日
本
と
ア
ジ
ア

諸
国
と
の
経
済
関
係
や
課
題
を
、
第
二

研
究
グ
ル
ー
プ
は
日
本
と
ア
ジ
ア
諸
国

が
政
策
立
案
の
た
め
に
相
互
に
学
べ
る

経
験
を
比
較
研
究
す
る
。
第
三
研
究

グ
ル
ー
プ
は
北
九
州
の
活
性
化
に
重
点

を
置
い
た
都
市
政
策
を
研
究
す
る
。
ま

た
、
調
査
部
で
は
北
九
州
市
か
ら
提
案

さ
れ
た
テ
ー
マ
を
基
に
、
地
元
貢
献
を

重
視
し
た
高
い
水
準
の
調
査
研
究
に
取

AGIが入居する「ムーブ」（小倉北区）


